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安
倍
首
相
靖
國
参
拝
違
憲
訴
訟
の
会
・

関
西
は
、
今
年
四
月
一
一
日
の
提
訴
に
引

き
続
き
、
九
月
一
八
日(

水)

に
、
第
二
次

。

、

の
提
訴
を
行
い
ま
し
た

こ
の
提
訴
に
は

第
一
次
の
提
訴
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
人

た
ち
だ
け
で
な
く
、
台
湾
及
び
沖
縄
の
原

告
が
加
わ
り
ま
し
た
。
提
訴
し
た
の
は
、

日
本
在
住
者
一
九
三
名(

北
海
道
・
東
北

五
、
関
東
三
、
北
陸
・
中
部
一
四
、
関
西

、

、

、

七
二

四
国
・
中
国
三
六

九
州
五
一

沖
縄
関
係
は
、
那
覇
地
裁
で
靖
国
合
祀
取

消
訴
訟
の
原
告
だ
っ
た
五
名
お
よ
び
そ
の

支
援
者
七
名
を
含
む
一
二)

、
台
湾
関
係
二

九
名
の
計
二
二
二
名
で
す
。

今
回
提
訴
の
特
徴
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
台
湾
と
沖
縄
の
原
告
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
裁
判
で
は
、
安
倍
首
相
の

違
法
な
参
拝
に
よ
っ
て
原
告
ら
の
権
利
が
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侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償
を

請
求
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
侵
害
さ
れ

た
権
利
」
と
は

「
内
心
の
自
由
形
成
の
権

、

利
・
信
教
の
自
由
確
保
の
権
利
・
回
顧
祭

」

祀
に
関
す
る
自
己
決
定
権
の
三
つ
の
権
利

及
び
「
平
和
的
生
存
権
」
で
す
。
は
じ
め

の
三
権
利
に
つ
い
て
は
、
憲
法
だ
け
で
な

く
日
本
が
批
准
し
て
い
る
国
際
人
権
規
約

の
活
用
に
よ
っ
て
補
強
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
和
的
生
存
権
に
つ
い
て

は
、
憲
法
前
文
の
「
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」
な
ど
の
文

言
を
最
大
限
に
生
か
し
、
イ
ラ
ク
派
兵
違

憲
訴
訟
の
名
古
屋
高
裁
判
決
を
乗
り
越
え

る
よ
う
な
展
開
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。二

次
訴
状
で
新
た
に
付
け
加
わ
っ
た
の

は

「
憲
法
擁
護
尊
重
義
務
を
負
う
国
務
大

、
臣
に
対
す
る
期
待
権
」
で
す
。
二
次
提
訴

に
加
わ
っ
た
台
湾
原
告
は
、
そ
の
大
部
分

が
小
泉
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
で
、
大
阪
高

裁
の
参
拝
違
憲
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
人
た

ち
で
す
。
参
拝
違
憲
の
判
断
は
損
害
賠
償

棄
却
の
判
決
の
中
で
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
は
い
え

「
憲
法
違
反
と
判
断
さ
れ
た
行

、

為
を
再
び
繰
り
返
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
考
え
、
今
後
違
憲
行
為
が

繰
り
返
さ
れ
な
い
と
信
じ
、
上
訴
し
な
い

こ
と
と
し
た
。
当
時
の
原
告
ら
を
し
て
上

訴
で
断
念
さ
せ
た
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務

を
負
う
行
政
機
関
に
対
す
る
、
原
告
ら
の

強
い
信
頼
は
、
法
的
保
護
に
値
す
る
」
と

主
張
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
次
提
訴

の
原
告
の
中
に
は
、
福
岡
地
裁
で
同
様
の

判
決
を
勝
ち
取
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
今
後
同
様
の
主
張
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
二

次
提
訴
で
は
、
提
訴
と
同
時
に
一
次
提
訴

と
の
併
合
審
理
（
同
一
の
法
廷
で
同
一
の

判
決
を
も
ら
う
こ
と
）
の
要
請
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
第
二
次
提
訴
に
は
、
沖
縄
の
原

告
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
安
倍
首
相
の
靖
国

参
拝
は
世
界
、
と
り
わ
け
、
北
東
ア
ジ
ア

の
平
和
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
沖
縄
が
一
つ
の
焦
点
と
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
、
私
た
ち
は
、
沖
縄
原
告
の

平
和
的
生
存
権
を
積
極
的
に
主
張
展
開
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
原
告
に

お
い
て

「
内
心
の
三
権
利
」
は
、
他
の
日

、

本
原
告
と
同
様
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
親
族
が
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ

て
い
る
沖
縄
原
告
の
中
に
は
、
二
歳
の
小

児
が
「
軍
協
力
者
」
と
意
味
づ
け
ら
れ
て

靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

靖
国
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
戦
争
で
死
ん

だ
人
々
を
国
と
天
皇
に
殉
じ
た
と
い
う
意

味
付
け
を
し
て
顕
彰
し
後
に
続
く
も
の
を

養
成
し
若
者
の
命
を
国
に
「
さ
さ
げ
る
」

こ
と
を
強
い
る
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
に
り
ま

せ
ん
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
親
族
を

靖
国
に
合
祀
さ
れ
、
国
の
機
関
（
首
相
）

に
参
拝
さ
れ
る
か
た
ち
で
利
用
さ
れ
る
沖

縄
の
原
告
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
心
の
被

害
は
ま
た
特
別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

訴
状
提
出
後
、
裁
判
所
内
の
司
法
記
者

ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
記

者
会
見
で
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
来
日

し
た
台
湾
原
告
は
「
張
嘉
琪
」
さ
ん(

現
在

北
京
在
住)

と
沖
縄
原
告
の
知
花
昌
一
さ
ん

も
参
加
し
ま
し
た
。

張
さ
ん
の
お
母
さ
ん(

同
じ
く
今
回
原

告)

の
二
人
の
叔
父
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
有
村

武
夫

「
有
村
健
三
」
と
し
て
靖
国
に
合
祀

」

さ
れ
て
い
ま
す
。
張
さ
ん
は
、
し
た
が
っ

、

、

て

祖
父
母
の
世
代
が
靖
国
に
合
祀
さ
れ

父
母
の
世
代
が
そ
れ
を
取
り
返
す
「
還
我

祖
霊
」
を
闘
い
違
憲
判
決
を
勝
ち
取
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
、
自
ら
の
平
和

的
生
存
権
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
立

場
に
あ
る
わ
け
で
す
。
張
さ
ん
が
記
者
会

見
や
報
告
集
会
で
発
言
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
次
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
中
国
と
日
本
の
若
者
の

連
帯
に
よ
る
平
和
構
築
を
訴
え
る
素
晴
ら

し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
花
昌
一
さ
ん
は
、
沖
縄
で
長

く
平
和
運
動
に
取
り
組
ん
だ
経
験
か
ら
、

那
覇
地
裁
に
提
訴
さ
れ
た
靖
国
合
祀
取
り

消
し
訴
訟(

合
祀
ガ
ッ
テ
ィ
ン
ナ
ラ
ン
訴

訟)

の
支
援
を
し
た
経
緯
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
沖
縄
原
告
の
立
場
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
で
の
自
衛

隊
の
配
備
増
強
の
様
子
を
伝
え
、
沖
縄
原

告
の
平
和
的
生
存
権
が
具
体
的
に
脅
か
さ

。

れ
る
現
状
に
つ
い
て
も
訴
え
ら
れ
ま
し
た

こ
れ
ら
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
四
頁
の

釈
氏
さ
ん
、
五
頁
の
盛
さ
ん
の
記
事
と
も

併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

菱
木
政
晴

（
原
告
側
準
備
書
面
は
毎
回
こ
の
通
信
上

に
か
み
砕
い
て
裁
判
の
進
行
状
況
と
共
に

掲
載
し
ま
す
。
書
面
全
文
が
必
要
な
方
は

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
下
さ
い
）

そ
れ
ぞ
れ
弁
論
終
了
後
「
弁
論
報
告
と
か

み
砕
き
学
習
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
追
っ
て
連
絡
致
し
ま
す
。

次回よりの弁論予定

（１次２次併合です）

2015年

１月 ９日(金）10:00～

２月２３日(月) 2:30～

４月１０日(金）10:00～

大阪地裁 ２０２号法廷

集合時間はいずれも開廷40分前

集合場所は地裁正面玄関
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張 嘉琪平和護持は若者世代の責任である

私の父は漢族で、母親はタイヤル族です。私の名前は張嘉琪（ﾂｱﾝ ﾁｬｰﾁｰ 、タイヤル族名をヤユド）

インカ（ ）と申します。私の夫は日本人です。Yayud Inka

私の母インカ メビン（ ）は新竹尖石のタイヤル族です。母親の二人の叔父（日本名：有Inka Mbing

村健三、有村武夫）は強制的に南洋へ徴用された高砂義勇隊の犠牲者です。後に靖国神社に合祀されまし

た。

２００３年から、母はその他の高砂義勇隊犠牲者の遺族代表と共に 「昼と夜は併存せず、被害者と加、

害者の魂を同じ所に合祀してはならない」という訴えを基に、何度となく靖国神社を訪れ、高砂義勇隊犠

牲者の霊を除名（合祀取り消し）するよう要求したにもかかわらず、靖国神社はこうした遺族の要求を終

始拒絶し続けました。

２００９年８月、私は妹の雲雅舜と、夫とともに 「還我祖霊代表団」に参加し、靖国神社を訪れまし、

た。私たちは靖国神社社殿の前でわが民族の伝統儀式を執り行い、靖国神社に合祀されていた祖先の霊を

台湾に持ち帰り 「還我祖霊」の使命を完成させました。、

母インカ メビン(張雲琴華)は同時に、前回の大阪での裁判における原告の一人でもあります。かつて

母は私に、２００５年９月、大阪での裁判所の判決（小泉首相靖国参拝違憲訴訟・大阪高裁）は「日本首

相の靖国神社参拝行為は平和憲法に違反する」であったと教えてくれました。

また、その判決は日本社会の侵略戦争に対する反省と、平和を護持しようとする良心の表れであるとも

言いました。さらに母は、平和を護持し、原住民族を戦争の脅威から遠ざけることは、高砂義勇隊犠牲者

遺族が世々代々にわたって受け継がねばならない責任であるとも言いました。

遺憾なことに、平和的環境は何時の場合でも野心を抱く政客によって破壊されます 「首相参拝違憲判。

決」からまだ１０年も経たない今日、安倍首相はこの判決を顧みず、公然と靖国神社に参拝しました。こ

の愚かな暴挙は日本憲法と世界人権規約に反するばかりでなく、同時に台湾原住民族と世界の人々の平和

を愛する願いをも踏みにじるものです。安倍首相の靖国神社参拝は、今日の日本政府が侵略戦争における

数々の罪行為に対する反省を拒絶し、更には歴史の真相さえ歪曲する態度を体現するものです。こうした

行為はアジアの平和に対する重大な脅威となっています。

かつて、私たちの民族は日本による残酷な植民統治を受けました。安倍の参拝に対し、私たち若者世代

は極めて重大な脅威を感じています。

私の夫は日本人です。私たちは民族対立を煽る如何なる言論や行為に対しても断固として反対します。

今日、私はその代表として安倍を告訴します。私はここにアジアの若者世代に対し、声を大にして訴えま

す。平和の護持は我々の責任であると！

２０１４年９月１８日

提訴声明原告
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）

提
訴
行
動
に
参
加
し
て

そ
の
一

高
松
原
告

釋
氏

政
昭

九
月
十
八
日
（
木
）
十
二
時
四
五
分
、

大
阪
地
方
裁
判
所
正
面
玄
関
前
に
原
告
な

ら
び
に
支
援
者
約
五
〇
名
が
集
合
。
裁
判

所
敷
地
内
で
は
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
め
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
で

裁
判
所
に
向
か
っ
て
横
断
幕
を
掲
げ
て
新

聞
社
に
よ
る
撮
影
を
す
ま
せ
、
中
島
弁
護

士
を
先
頭
の
も
と
、
訴
状
を
手
に
原
告
た

ち
と
共
に
受
付
に
行
き
ま
し
た
。

狭
い
受
付
の
部
屋
に
は
五
、
六
人
し
か

入
室
で
き
ず
、
大
方
の
原
告
は
受
付
完
了

ま
で
廊
下
で
立
っ
た
ま
ま
待
ち
ま
し
た
。

受
付
完
了
ま
で
二
〇
分
ほ
ど
で
し
た
。

四
月
一
一
日
の
第
一
次
提
訴
の
原
告
は

総
勢
五
四
六
名
、
う
ち
中
四
国
は
五
三
名

で
し
た
。
今
回
の
第
二
次
提
訴
は
原
告
総

数
二
二
二
名
、
う
ち
中
四
国
は
三
六
名
で

す
。訴

状
提
出
後
、
一
四
時
か
ら
裁
判
所
内

の
記
者
会
見
室
で
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

会
見
に
は
加
島
弁
護
士
、
進
行
役
に
菱
木

先
生
、
原
告
代
表
と
し
て
台
湾
原
告
の
張

嘉
琪
（
ツ
ァ
ン

チ
ャ
ー
チ
ー
）
さ
ん
と

。

沖
縄
の
知
花
昌
一
さ
ん
等
が
臨
み
ま
し
た

ま
ず
加
島
弁
護
士
よ
り
今
回
の
訴
状
内

容
の
概
略
説
明
が
な
さ
れ
、
私
達
の
弁
護

士
は
一
三
名
で
あ
る
こ
と

裁
判
名
が

安

、

「

倍
首
相
靖
国
参
拝
差
止
等
請
求
事
件
」
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
以
下
の
内
容
で
す
。

１
．
被
告
安
倍
晋
三
は
、
内
閣
総
理
大
臣

と
し
て
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
は
な
ら

な
い
。

２
．
被
告
靖
国
神
社
は
、
被
告
安
倍
晋
三

の
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
の
参
拝
を
受

け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

３
．
被
告
等
は
、
各
自
連
帯
し
て
、
原
告

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
金
一
万
円
及
び
こ

れ
に
対
す
る
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
六

日
か
ら
支
払
い
済
み
ま
で
年
五
％
の
割

合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

．

。

４

訴
訟
費
用
は
被
告
等
の
負
担
と
す
る

と
の
判
決
及
び
第
三
項
に
つ
き
仮
執
行

の
宣
言
を
求
め
る
。

と
い
う
も
の
で
、
安
倍
総
理
と
靖
国
神
社

を
被
告
と
し
、
参
拝
差
止
の
仮
執
行
を
求

め
た
も
の
で
す
。

今
回
の
第
二
次
訴
訟
の
原
告
に
は
台
湾

か
ら
二
九
名
も
の
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。
中
で
も
若
者
世
代
の
張
さ
ん
の
提
訴

理
由
声
明
は
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
平
和

を
担
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
民
族
の
は
ざ

ま
に
生
き
る
人
た
ち
の
祈
り
の
声
で
も
あ

り
ま
す
。

も
う
一
人
の
知
花
昌
一
さ
ん
は
沖
縄
で

。

長
い
間
反
戦
運
動
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

今
回
の
裁
判
に
は
九
州
・
沖
縄
で
一
九
三

名
も
の
方
々
が
原
告
に
加
わ
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
の
お
一
人
で
、
少
し
前
に
大

谷
派
僧
侶
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。
い
ま
沖

縄
で
何
が
起
こ
り
、
人
々
が
何
を
苦
し
ん

で
い
る
の
か
を
各
地
で
講
演
行
脚
さ
れ
て

い
ま
す
。

彼
の
話
を
要
約
し
ま
す
。
沖
縄
県
援
護

課
の
推
計
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
に
お
い
て
日
本
国
内
で
唯
一
地
上
戦

と
な
っ
た
沖
縄
で
は
天
皇
制
国
体
護
持
お

よ
び
本
土
防
衛
の
た
め
の
捨
石
作
戦
で
、

本
土
兵
士
六
五
九
〇
八
人
、
沖
縄
出
身
軍

人
・
軍
属
二
八
二
二
八
人
、
一
般
住
民
九

四
〇
〇
〇
人
が
戦
没
死
し
て
い
る
。
一
般

住
民
の
中
に
は
、
避
難
し
て
い
た
壕
か
ら

皇
軍
（
旧
日
本
軍
）
に
よ
り
追
い
出
さ
れ

て
死
亡
し
た
人
々
、
集
団
死
を
強
い
ら
れ

自
決
し
た
人
々
、
皇
軍
か
ら
ス
パ
イ
嫌
疑

を
か
け
ら
れ
て
撲
殺
さ
れ
た
人
々
な
ど
も

い
る
。
こ
れ
ら
一
般
住
民
は
積
極
的
戦
争

参
加
者
と
し
て
準
軍
属
の
身
分
で
靖
国
神

社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
被
害
者
が

靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
で
英
霊
と

し
て
加
害
者
に
祀
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
援
護
法
の
運
用
で
も
戸
籍
条
項
と
国

、

籍
条
項
で
排
除
さ
れ
る
人
た
ち
を
生
む
等

同
じ
靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い
て
も
内
地
の

人
と
全
く
違
う
事
情
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
一
八
時
半
よ
り
参
加
者
約
八
〇

名
が
こ
ぞ
り
、
エ
ル
大
阪
七
〇
九
号
室
で

提
訴
後
の
報
告
集
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
加
島
弁
護
士
よ
り
提
訴
の
内
容
が

訴
状
に
沿
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
原

告
の
①
内
心
の
自
由
形
成
の
権
利

②
信

教
の
自
由
確
保
の
権
利

③
回
顧
・
祭
礼

に
関
す
る
自
己
決
定
権

④
国
際
人
権
規

約
一
八
条
一
項
同
二
項
の
権
利
侵
害
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
丁
寧
に
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
各
地
よ
り
参
集
し
た
人
た
ち

の
靖
国
提
訴
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
熱
い

想
い
が
語
ら
れ
、
二
一
時
過
ぎ
よ
り
最
寄

り
の
店
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

報告集会で、沖縄にとって「靖国問題」の
本質とはなにか！熱く語る丹羽弁護士
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）

提
訴
行
動
に
参
加
し
て

そ
の
二

熊
本
原
告

盛

智
照

九
月
一
八
日
、
大
阪
は
時
折
り
小
雨
が

降
る
く
も
り
空
で
し
た
。
一
一
時
三
〇
分

に
新
大
阪
駅
に
到
着
し
て
す
ぐ
地
下
鉄
に

、

。

乗
り
換
え

大
阪
地
裁
を
目
指
し
ま
し
た

今
年
の
三
月
ま
で
京
都
で
生
活
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
阪
地
裁
に
行
く
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
。
一
二
時
一
五
分
に
目
的

地
に
着
い
た
時
に
は
、
す
で
に
十
数
人
の

報
道
陣
と
数
台
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
置
か

れ
、
道
行
く
通
行
人
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
一
二
時
四
五
分
を
過
ぎ
た
こ
ろ

原
告
団
が
集
合
し
、
い
よ
い
よ
第
二
次
原

告
二
二
二
名
の
提
訴
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
先
頭
で
横
断
幕
を
持
つ
の

は

「
還
我
祖
霊
」
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
Ｔ

、
シ
ャ
ツ
を
着
た
台
湾
の
張
嘉
棋
さ
ん
と
、

布
袍
・
輪
袈
裟
に
身
を
包
ん
だ
沖
縄
の
知

花
昌
一
さ
ん
で
し
た
。
今
回
の
提
訴
の
特

徴
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
沖
縄
原
告
一
二

名
、
台
湾
原
告
二
九
名
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
す
。

今
回
の
靖
国
参
拝
差
止
請
求
は
、
す
で

に
違
憲
で
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
き
ら
か
な
首

相
の
靖
国
神
社
「
公
式
参
拝
」
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
原
告

の
「
平
和
的
生
存
権
」
が
侵
害
さ
れ
た
点

を
一
つ
の
軸
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
沖
縄
原
告
一
二
名

と
台
湾
原
告
二
九
名
は
、
現
在
の
靖
国
を

め
ぐ
る
状
況
に
お
い
て
自
己
の
平
和
的
生

存
権
が
深
刻
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

方
々
と
い
え
ま
す
。

提
訴
後
の
記
者
会
見
で
、
ま
ず
張
さ
ん

か
ら
、
親
族
が
靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い
る

精
神
的
苦
痛
と

す
で
に
自
分
の
母
が

被

、

「

害
者
と
加
害
者
を
同
じ
場
所
に
合
祀
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
し
て
靖
国
訴
訟
を
戦
っ

た
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

張
さ
ん
は
台
湾
原
住
民
の
「
高
砂
族
」

出
身
で
す
。
張
さ
ん
の
母
の
二
人
の
叔
父

は

「
高
砂
義
勇
隊
」
と
し
て
日
本
の
た
め

、
に
戦
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
台
湾
に

お
け
る
皇
民
化
教
育
の
結
果
で
し
た
。
一

八
九
五
年
の
日
清
講
和
条
約
に
よ
る
台
湾

割
譲
以
来
、
台
湾
の
人
々
は
日
本
の
支
配

に
抵
抗
し
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
の
「
霧

社
事
件
」
は
、
圧
政
に
苦
し
む
台
湾
原
住

民
が
武
装
蜂
起
し
た
事
件
で
し
た
。
こ
の

事
件
の
後
、
日
本
軍
は
生
き
残
っ
た
人
々

を
隔
離
し
、
日
本
の
軍
指
導
者
を
崇
拝
す

る
よ
う
教
育
し
ま
し
た
。
義
勇
隊
と
し
て

死
ん
だ
人
々
は
す
べ
て
靖
国
神
社
に
祀
ら

れ
ま
し
た
が
、
遺
族
に
そ
の
真
実
は
長
い

間
伏
せ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
（
中
島
光

孝
『
還
我
祖
霊

。
も
ち
ろ
ん
合
祀
取
り

』
）

下
げ
が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
台
湾
と
靖
国
の
、
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
が
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。

続
い
て
知
花
さ
ん
か
ら
、
今
回
の
裁
判

に
お
け
る
平
和
的
生
存
権
の
強
調
と
、
な

ぜ
沖
縄
が
そ
の
問
題
に
強
く
こ
だ
わ
る
の

。

、

か
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
要
点
は

沖
縄
に
お
け
る
「
援
護
法
」
の
適
用
と
靖

国
合
祀
の
問
題
に
つ
い
て
で
し
た
。

援
護
法
と
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
が
発
効
さ
れ
た
二
日
後
の
一
九
五

二
年
四
月
三
〇
日
に
成
立
し
た
「
戦
傷
病

」

。

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

の
こ
と
で
す

周
知
の
通
り
、
沖
縄
は
唯
一
地
上
戦
が
行

わ
れ
た
地
で
あ
り
、
延
べ
十
八
万
人
超
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
闘
の

位
置
づ
け
は
本
土
決
戦
の
た
め
の
時
間
稼

ぎ
で
あ
り
、
沖
縄
は
日
本
の
た
め
の
「
捨

石
」
に
さ
れ
た
の
で
す
。
戦
後
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
沖

縄
最
大
の
問
題
は

「
ど
う
や
っ
て
お
金
を

、

と
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て

一
九
五
三
年
、
沖
縄
に
援
護
法
が
適
用
さ

れ
た
時
、
そ
の
申
請
に
あ
た
っ
て
「
軍
の

命
令
に
積
極
的
に
参
画
し
た

と
い
う

申

」

「

立
書
」
に
忠
実
な
記
載
を
命
じ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
沖
縄
戦
の
真

実
は

書
式
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て

捏

、

「

造
」
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

更
に
援
護
法
に
よ
っ
て
戦
闘
参
加
者
と

見
な
さ
れ
た
沖
縄
の
一
般
住
民
は
、
自
動

的
に
靖
国
に
合
祀
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
一
九
五
五
年
一
二
月

八
日
の
衆
院
遺
家
族
援
護
特
別
委
で
山
下

春
江
厚
生
政
務
次
官
は

「
こ
れ
ま
で
靖
国

、

神
社
か
ら
の
（
戦
没
者
の
）
経
歴
紹
介
等

に
は
回
答
し
、
こ
れ
が
合
祀
の
促
進
に
役

立
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
（
田
中

伸
尚
『
靖
国
の
戦
後
史

。
一
宗
教
法
人

』
）

で
あ
る
靖
国
神
社
の
合
祀
と
い
う
宗
教
活

動
に
、
厚
生
省
な
ど
の
公
的
機
関
が
協
力

し
て
い
た
実
態
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
は
戦
後
の
早
い
段

階
か
ら
、
援
護
法
を
テ
コ
に
し
て
靖
国
の

「
信
者
」
を
再
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
の

中
で
、
壕
を
追
い
出
さ
れ
死
亡
し
た
わ
ず

か
二
歳
の
子
供
が
靖
国
に
合
祀
さ
れ
て
い

る
と
い
う
話
を
さ
れ
た
時
、
私
は
な
ん
と

も
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

。

。

た

私
に
は
四
歳
に
な
る
息
子
が
い
ま
す

も
し
息
子
が
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
、
あ
ま

つ
さ
え
「
戦
争
協
力
者
」
と
し
て
靖
国
に

合
祀
さ
れ
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の

怒
り
と
悲
し
み
は
想
像
を
絶
す
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
そ
の
怒
り
と
悲
し
み
を
、
沖

縄
原
告
は
い
だ
い
て
い
る
の
で
す
。

知
花
さ
ん
は
、
戦
後
の
日
本
政
府
が
沖

縄
に
お
け
る
自
ら
の
加
害
性
や
戦
争
責
任

を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
に
行
っ
た
、
援
護
法

を
テ
コ
と
し
た
靖
国
合
祀
の
問
題
性
を
明

快
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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台
湾
や
沖
縄
は
、
尖
閣
諸
島
問
題
な
ど

の
最
前
線
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
沖

縄
に
は
、
現
在
も
日
本
全
体
の
米
軍
基
地

の
七
割
以
上
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
安
倍

の
靖
国
参
拝
が
、
東
ア
ジ
ア
、
ひ
い
て
は

世
界
の
平
和
の
た
め
の
脅
威
と
な
っ
て
い

る
以
上
、
こ
れ
ら
原
告
の
生
命
・
自
由
は

深
刻
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
台
湾
・
沖
縄
特
有
の
靖
国
問
題
が
、

あ
ら
た
め
て
靖
国
神
社
の
本
質
、
及
び
そ

れ
を
必
要
と
し
た
戦
後
日
本
の
姿
を
明
確

に
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
世
代
の
友
人
た
ち
か
ら
「
靖
国
の
な

に
が
問
題
な
の
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

確
か
に
、
首
相
が
靖
国
に
参
拝
し
た
と
こ

ろ
で
、
そ
れ
が
直
接
私
た
ち
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
靖
国
の
宗
教
は
、
私
た
ち

の
関
心
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
実
に

私
た
ち
を
か
ら
め
と
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

事
実
を
、
台
湾
・
沖
縄
に
お
け
る
靖
国
の

歴
史
が
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

台
湾
と
沖
縄
の
靖
国
問
題
は
、
今
な
お

続
く
靖
国
の
呪
縛
を
照
ら
し
出
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
「
靖
国
」
に
向
き
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
〇
月
二
一
日
、

第
二
回
弁
論
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
廷
後
に
進

行
協
議
が
が
行
わ
れ
、
今
後
の
方
向
が

か
な
り
は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
一
八
日
に
行
っ
た
二
次
提

訴
が
併
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

次
回
弁
論
か
ら
同
じ
法
廷
で
審
理
が
続

行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
被
告
三
者
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
後
で
説
明
し
ま

す
。
こ
ち
ら
か
ら
は
、
原
告
第
一
準
備

書
面
と
し
て
「
靖
國
神
社
の
政
治
・
宗

教
的
性
格
と
そ
の
歴
史
」
と
い
う
書
面

及
び
書
証
を
提
出
し
た
の
で
す
が
、
被

告
・
国
の
代
理
人(

書
面
に
よ
る
と
、

た
ぶ
ん
、
民
事
訟
務
対
策
官
の
小
山
綾

子
さ
ん)

か
ら
「
送
付
が
弁
論
の
四
日

前
と
い
う
短
い
期
間
だ
か
ら
陳
述
は
次

回
に
し
ろ
」
と
い
う
イ
チ
ャ
モ
ン
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
こ
の
書

面
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
族
原
告
の

山
本
博
樹
さ
ん
の
陳
述
を
申
請
し
て
い

た
の
で
す
が
、
裁
判
所
か
ら
断
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
書
面
の
陳
述
も
次

回
に
し
て
も
い
い
と
言
え
ば
い
い
の
で
す

が
、
こ
の
国
の
代
理
人
は
妙
に
張
り
切
っ

て
い
て
鬱
陶
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、
彼

女
は
、
進
行
協
議
の
席
上
で
も
、
こ
れ
以

上
の
提
訴
は
な
い
の
か
な
ど
と
う
る
さ
か

っ
た
で
す
。

ま
た
、
被
告
靖
国
神
社
に
関
し
て
「
補

助
参
加
人
」
一
五
名
の
参
加
申
し
立
て
が

な
さ
れ
ま
し
た

「
補
助
参
加
人
」
と
い
う

。

の
は
訴
訟
の
結
果
に
法
律
上
の
利
害
関
係

を
持
つ
場
合
に
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
申
立
人
ら
に
は
靖
国
神
社
に
対
す

る
感
情
的
利
害
関
係
（
靖
国
が
大
好
き
と

）

、

い
う
感
情

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

。

そ
れ
だ
け
で
は
参
加
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
申
し
立
て
は
た
だ
ち
に
却
下
さ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
当
方
か
ら
は
申
し
立
て

に
つ
い
て
異
議
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
裁
判
所
は
、
参
加
諾
否
の
決
定

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
補
助
参
加
人
た
ち
や

そ
の
代
理
人
の
顔
触
れ
を
見
れ
ば
す
ぐ
わ

か
る
こ
と
で
す
が
、
現
在
の
安
倍
政
権
の

中
枢
を
占
め
る
極
右
政
治
家
で
さ
え
、
彼

ら
と
の
付
き
合
い
が
し
れ
れ
ば
国
際
的
な

信
用
を
落
と
す
と
い
う
よ
う
な
ネ
ッ
ト
右

翼
た
ち
で
す
。
情
け
な
い
こ
と
に
、
日
本

の
中
で
は
信
用
を
落
と
す
ど
こ
ろ
か
、
人

気
上
昇
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。
彼
ら
の
目
的
は
、
裁
判
の
妨

害
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
原
告
の
意
見
陳
述
は

今
回
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弁
論
後
の

進
行
協
議
に
お
い
て
裁
判
所
は
今
後
も
認

。

、

め
な
い
と
明
言
し
ま
し
た

し
た
が
っ
て

補
助
参
加
人
の
陳
述
も
認
め
な
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
裁
判
所
の
姿
勢
は
、
原
告
の

被
害
な
ど
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
姿
勢
で

す
。進

行
協
議
の
席
上
で
、
次
回
以
降
の
弁

論
期
日
が
一
応
決
ま
り
ま
し
た
。
次
回
第

三
回
は
、
来
年
一
月
九
日(

金
）
の
一
〇
時

～
、
第
四
回
は
二
月
二
三
日(

月)

二
時
半

～
、
第
五
回
は
四
月
一
〇
日(

金)

一
〇
時

～
で
す
。

た
だ
し
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
は
か
な

り
強
引
で
、
次
回
に
す
べ
て
の
反
論
を
終

え
ろ
と
何
度
も
迫
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
対

し
て
は
、
中
島
弁
護
団
事
務
局
長
が
そ
の

た
び
に
「
努
力
し
ま
す
が
、
約
束
で
き
ま

」

。

、

せ
ん

と
何
度
も
応
じ
ま
し
た

し
か
し

10月21日

第二回弁論

報 告
報告：菱木政晴

恒例満室、床座りのかみ砕き学習会
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裁
判
所
の
姿
勢
は

「
小
泉
参
拝
に
対
し
て

、

は
最
高
裁
の
判
例
も
あ
る(

今
す
ぐ
に
で
も

棄
却
の
判
決
は
か
け
る
ん
で
す
よ)

事
実
に

争
い
が
な
い
な
ら
法
律
論
だ
け
を
早
く
書

き
な
よ
」
と
い
う
態
度
丸
見
え
で
し
た
。

最
悪
の
場
合
は
、
一
月
の
第
三
回
弁
論
期

日
の
後
に
も
う
一
度
開
か
れ
る
進
行
協
議

に
お
い
て
、
次
回
結
審
・
判
決(

第
五
回
は

取
消
）
な
ど
と
い
う
暴
挙
も
予
想
さ
れ
ま

す
。被

告
国
や
被
告
安
倍
は
、
提
出
し
た
準

備
書
面
で
、
参
拝
が
原
告
ら
の
権
利
を
侵

害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
、(

裁
判
官

が
進
行
協
議
の
席
上
で
も
口
に
し
た)

小
泉

参
拝
違
憲
訴
訟
の
大
阪
訴
訟
に
対
す
る
最

高
裁
判
決
で
す
。
第
二
に
、
靖
国
も
含
め

て
主
張
し
て
い
る
の
は
、
安
倍
の
今
回
の

参
拝
が
首
相
と
し
て
の
職
務
行
為
と
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
私
的
な
行
為

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
態
度

は
、
基
本
的
に
は
、
参
拝
は
違
憲
違
法
か

も
し
れ
な
い
が
、
権
利
侵
害
は
な
い
か
ら

訴
え
を
棄
却
せ
よ
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
つ
い
で
に
言
っ
て
お
く
け
れ
ど
、

参
拝
は
職
務
行
為
で
は
な
い
か
ら
違
憲
で

、

。

も
な
い
ん
だ
け
ど
ね

と
い
う
態
度
で
す

私
た
ち
は
こ
れ
に
対
し
て
、
一
つ
ず
つ

徹
底
的
に
反
論
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
最
低
限
必
要
な
こ
と
は
、

①
参
拝
が
総
理
大
臣
の
職
務
行
為
と
し
て

な
さ
れ
た
こ
と
の
立
証

②
参
拝
は
紛
れ
も
な
い
宗
教
活
動
で
あ
る

こ
と
の
立
証

③
し
た
が
っ
て
、
参
拝
は
違
憲
違
法
な
も

の
で
あ
る
こ
と
の
立
証
で
す
。
そ
の
う
え

で④
こ
れ
ら
違
法
行
為
に
よ
っ
て
原
告
に
ど

。

の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
た
か
の
立
証
で
す

こ
れ
ら
の
立
証
を
一
度
に
や
れ
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
は
厳
し

く
糾
弾
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

④
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
告
の
立
場
の
違

い
か
ら
、
詳
細
な
立
証
が
必
要
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、
上
記
最
高
裁
の
判
決
に
つ
い

て
は
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
最
高
裁
は
「
人
が
神
社
に

参
拝
す
る
行
為
自
体
は
、
他
人
の
信
仰
生

活
に
圧
迫
干
渉
を
加
え
る
性
質
の
も
の
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

そ
れ
は
首
相
の
参
拝
で
も
同
じ
だ
と
し
て

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
靖
国
の
参
拝
あ
る
い
は
合
祀
と

い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
か
に

つ
い
て
の
無
知
か
ら
く
る
誤
っ
た
結
論
で

す
。
私
た
ち
の
第
一
準
備
書
面
「
靖
國
神

社
の
政
治
・
宗
教
的
性
格
と
そ
の
歴
史
」

は
、
そ
の
誤
り
を
正
す
た
め
の
大
前
提
で

す
。
第
一
準
備
書
面
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
の
意
義
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

靖
国
は
国
（
陸
海
軍
省
）
の
直
接
管
理

か
ら
宗
教
法
人
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う

形
の
制
度
的
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

政
治
・
宗
教
的
性
格
は
創
立
以
来
一
貫
し

て
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
政

治
的
に
は
天
皇
お
よ
び
国
へ
の
忠
誠
心
を

調
達
す
る
こ
と
、
宗
教
的
に
は
、
そ
の
た

め
に
死
ぬ
心
（
こ
れ
を
信
仰
と
言
っ
て
も

よ
い
）
を
調
達
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
靖
国
が
働
く
た

め
に
は
、
た
だ
建
物
が
あ
る
だ
け
で
は
だ

め
で
、
合
祀
行
為
（
参
拝
を
当
然
含
む
）

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
首
相
の

参
拝
は
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
被
告
ら
は
、
参
拝
に
よ
っ
て
、
天
皇

お
よ
び
国
へ
の
忠
誠
心
を
調
達
し
、
そ
の

。

た
め
に
死
ぬ
心
を
調
達
し
て
い
る
の
で
す

こ
れ
が
原
告
ら
の
権
利
を
侵
害
し
ま
す
。

こ
の
第
一
書
面
は
、
ま
だ
陳
述
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
繰
り

返
し
そ
の
意
義
を
示
し
て
、
裁
判
所
の
態

度
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

傍 聴 記

１０月２１日 「安倍靖國参拝、

訴訟」の傍聴に行きました。

９時過ぎからの傍聴券配布の場

所には、原告側約７５人、被告安

倍晋三・靖國神社側約１２０人、

計２００人位の人が集まりまし

た。

裁判長は、原告意見陳述を中止

にする等、この公判を一刻も早く

終わりたがっているようでした･･

･･

私の伯父は、１９４５年５月４

日、沖縄の読谷村で米軍の機銃掃

射によって亡くなりました。亨年

歳。そして１９５８年、靖國30

神社に合祀されました。

靖國神社は、その加害性を一切

問うことなく、国―天皇のために

戦死した方を神・英霊と奉り、戦

争を美化しています。

、 、しかし 沖縄で戦死した伯父は

被害者であると同時に加害者でも

あり「神」と讃えられる謂われは

ありません。死んでなお、靖國の

ために使われ、気の毒です。

また、そのような靖國神社に、

首相、閣僚、国会議員が参拝する

ことは、政教分離を謳う憲法に違

反しています。

「海外派兵」の実績を積み、自衛

隊の日常的登場が計られる昨今、

靖國神社は国と一体となって戦争

の影を纏い、とりわけ若い人達の

前に大きく立ち現れようとしてい

ます。

裁判所には、真摯な審理・判断

をお願いしたいです。

M K・
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原

告

意

見

陳

述
山
本

博
樹

こ
こ
に
一
枚
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。
私

の
叔
父
で
す
。
名
前
は

十
一
。

敗
戦
の
日
の
二
〇
日
前
、
一
九
四
五
年
７

月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ

。

。

オ
付
近
で
亡
く
な
り
ま
し
た

戦
死
で
す

二
二
歳
の
若
さ
、
今
生
き
て
い
れ
ば
九
二

歳
で
す
。
こ
の
叔
父
の
こ
と
か
ら
お
話
し

し
ま
す
。

叔
父
は
、
滋
賀
県
の
長
浜
農
学
校
を
卒

業
す
る
と
、
パ
ラ
オ
諸
島
の
国
立
熱
帯
産

業
研
究
所
に
入
っ
た
後
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

は
ダ
バ
オ
市
に
あ
る
マ
ニ
ラ
麻
を
独
占
的

に
扱
う
「
太
田
興
業

」
に
就
職
し
ま

K
K

し
た
。

最
後
の
手
紙
は
昭
和
一
八
年
三
月
二
〇

日
の
日
付
で
、
兄
で
あ
る
親
父
の
も
と
に

届
き
、
中
に
一
枚
の
写
真
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。

ダ
バ
オ
富
士
と
親
し
ま
れ
て
い
た
ア
ポ

山
を
背
景
に
、
背
の
高
い
ヤ
シ
の
木
に
も

た
れ
、
白
の
開
襟
シ
ャ
ツ
で
長
浜
農
学
校

の
破
帽
を
か
ぶ
り
、
下
駄
ば
き
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
セ
ピ
ア
色
の
叔
父
は

青

、「

年
こ
こ
に
あ
り

」
の
感
で
し
た
。
そ
の

。

写
真
を
み
て
、
私
は
、
会
っ
た
こ
と
の
な

い
叔
父
に
ず
っ
と
あ
こ
が
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
写
真
は
、
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
、
家
の
仏
間
の
壁
に
か
け
て
あ
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
終
わ
り
こ
ろ
の
あ
る
日
、

「

」

い
つ
も
の
よ
う
に

仏
さ
ん
拝
ん
だ
か
？

、「

」

と
母
が
聞
き
ま
す
の
で

拝
ん
だ
よ
！

と
鉦
を
た
た
い
た
あ
と
、
何
の
気
な
し
に

壁
を
見
る
と
、
あ
れ
！

叔
父
さ
ん
の
写

真
が
な
い
。
代
わ
り
に
、
こ
ん
な
写
真
が

掛
け
て
あ
っ
た
の
で
す
・
・
・
。

見
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
と
、
軍
服
を
着

て
い
る
。
帽
子
も
、
愛
用
し
て
い
た
農
学

校
の
破
帽
で
は
な
く
て
、
軍
帽
子
。
し
か

も
、
驚
い
た
こ
と
に
、
手
に
は
軍
刀
を
持

っ
て
い
る
。

「
う
わ
っ
、
座
敷
の
奥
ま
で
戦
争
が
入

り
込
ん
で
き
た
！
」
見
る
な
り
、
私
は
そ

う
思
い
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
親
父

に
聞
き
ま
す
と
、
返
っ
て
き
た
の
が
「
靖

国
神
社
が
し
て
く
れ
た
。
階
級
を
書
い
て

写
真
を
送
る
と
軍
服
姿
に
し
て
く
れ
る
と

聞
い
た
の
で
、
靖
国
神
社
に
送
っ
た
」
と

い
う
返
事
。

私
は
「
靖
国
神
社
っ
て
な
ん
や
ろ
う
」

と
思
い
つ
つ
、
も
う
一
度
見
に
行
き
ま
し

た
。
よ
く
眺
め
る
と
、
軍
刀
を
持
っ
た
手

は
、
叔
父
さ
ん
の
手
で
は
な
い
。
誰
の
手

だ
か
わ
か
ら
な
い
手
が
に
ゅ
っ
と
隅
か
ら

出
て
き
て
、
軍
刀
を
持
っ
て
い
る
。
お
ぞ

ま
し
い
と
い
う
か
、
気
持
ち
悪
い
と
い
う

か
、
言
い
よ
う
の
な
い
気
持
ち
に
襲
わ
れ

ま
し
た

「
靖
国
神
社
っ
て
、
平
和
に
暮

。

ら
し
て
い
る
家
の
座
敷
の
奥
ま
で
や
っ
て

き
て
、
再
び
戦
争
を
持
ち
込
も
う
と
す
る

の
か
」
と
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
、
親
父
に
よ
う
言

。

、

い
ま
せ
ん
で
し
た

実
の
弟
の
こ
と
だ
し

私
の
う
か
が
い
知
れ
な
い
思
い
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
親

父
が
亡
く
な
る
ま
で
、
こ
の
写
真
は
祖
父

母
の
隣
に
掛
け
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
れ
で

も
私
は
、
座
敷
に
行
く
度
に
「
早
よ
う
軍

服
を
脱
が
せ
て
や
り
た
い
」
と
、
ず
っ
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
末
、
そ
の
靖
国
神
社
に
、
首
相
ア

ベ
シ
ン
ゾ
ウ
が
参
拝
を
強
行
し
ま
し
た
。

福
岡
地
裁
、
大
阪
高
裁
と
二
度
も
違
憲
判

決
だ
っ
た
の
に
、
近
隣
の
諸
国
か
ら
「
参

」

、

拝
は
や
め
ろ
！

と
言
わ
れ
て
い
る
の
に

で
す
。
こ
の
参
拝
は
、
戦
死
し
て
何
十
年

も
た
っ
た
叔
父
に
も
う
一
度
軍
服
を
着

せ

「
戦
争
を
座
敷
の
奥
深
く
持
ち
込
ん

、
だ
」
ヤ
ス
ク
ニ
の
や
り
口
を
国
家
権
力
が

。

、

正
当
化
す
る
も
の
で
す

そ
の
軍
服
こ
そ

昨
年
秋
の
秘
密
保
護
法
の
制
定
で
あ
り
、

今
年
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決
定

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
は
親
父
が
亡
く
な
っ
た
の
を
機
に
、

軍
服
姿
の
叔
父
の
写
真
を
元
の
開
襟
シ
ャ

ツ
に
戻
し
ま
し
た
。

叔
父
の
最
期
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

勤
務
先
の
太
田
興
業
か
ら
は
、
敗
戦
の
翌

年
で
あ
る
昭
和
二
一
年
、
叔
父
の
消
息
不

明
を
詫
び
る
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
叔
父

が
砲
兵
と
し
て
現
地
召
集
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
一
九
年
の
一
〇
月
だ
っ
た
よ
う
で

す
。手

紙
に
よ
り
ま
す
と
、
太
田
興
業
の
社

員
ら
は
ダ
バ
オ
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
占
領
さ

れ
た
の
で
、
前
も
っ
て
近
く
の
山
に
自
主

疎
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
遥
か
下

界
の
戦
場
を
眺
め
る
と
、
空
襲
は
熾
烈
を

極
め
、
皇
軍
は
な
す
す
べ
も
な
く
山
中
に

逃
げ
込
ん
で
い
く
。
あ
ま
り
の
貧
弱
さ
と

戦
意
の
無
さ
に
、
軍
に
頼
ら
ず
避
難
し
て

い
て
よ
か
っ
た
、
と
皆
で
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
憲
兵
が
き
て
、
一
人

残
ら
ず
「
タ
モ
ガ
ン
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

集
団
で
疎
開
し
ろ
！
と
命
令
し
た
そ
う
で

す
。そ

こ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
地
で
、
し
か

も
軍
が
在
留
邦
人
よ
り
先
に
退
却
し
て
い

る
場
所
で
し
た
。
食
料
も
宿
舎
も
な
い
。

牛
馬
が
通
る
く
ら
い
の
道
な
き
道
を
、
機

銃
掃
射
を
受
け
な
が
ら
の
逃
避
行
に
な
り

。

、

ま
し
た

密
林
地
帯
だ
か
ら
湿
気
が
多
く

日
光
に
当
た
る
こ
と
も
で
き
ず
、
病
気
で

倒
れ
る
人
が
続
出
し
ま
し
た
。
や
が
て
乏

し
い
物
資
の
奪
い
合
い
が
起
き
ま
す
。
昨

日
ま
で
「
忠
勇
義
烈
の
皇
軍
」
と
謳
わ
れ
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た
兵
隊
が
強
盗
と
な
っ
て
邦
人
の
食
料
を

狙
い
、
果
て
は
殺
人
事
件
ま
で
起
こ
す
。

「
タ
モ
ガ
ン
の
集
団
疎
開
は
、
こ
の
世
な

が
ら
生
き
地
獄
で
、
飢
え
と
弱
肉
強
食
の

密
林
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
、
飢
え
と
病

気
の
た
め
次
々
命
を
落
と
し
た
皇
軍
兵
士

「

」
「

」

の
退
却
路
は

白
骨
街
道

靖
国
街
道

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

「
ヤ
ス
ク
ニ
の
密
林
」
の
阿
鼻
叫
喚
の
様

子
を
、
こ
の
手
紙
は
伝
え
て
い
ま
す
。
叔

父
や
同
僚
の
兵
士
た
ち
は
、
こ
の
「
ヤ
ス

ク
ニ
の
密
林
」
で
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で

命
を
捨
て
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

後
に
私
の
親
父
が
、
遺
骨
収
集
団
の
一

員
と
し
て
付
近
を
訪
れ
た
と
き
、
持
ち
帰

っ
た
小
さ
な
石
こ
ろ
を
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

写
真
と
い
っ
し
ょ
に
祖
父
母
に
見
せ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
争
は
、
日
本
に
と

っ
て
勝
つ
見
込
み
の
な
い
戦
争
、
無
謀
で

悲
惨
な
戦
争
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
が
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
現
地
の

人
た
ち
の
思
い
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
実
際
、
日
本
軍
に
家
族
を
殺
さ
れ
た

人
た
ち
の
報
復
は
す
さ
ま
じ
く
、
日
本
人

で
あ
る
こ
と
が
バ
レ
た
ら
命
が
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
六
代
目
大
統
領
と
な
っ
た
エ
ル
ピ
デ
ィ

オ
・
キ
リ
ノ
大
統
領
は
、
妻
と
子
ど
も
全

員
が
日
本
軍
に
虐
殺
さ
れ
、
一
人
を
除
い

て
遺
体
を
葬
う
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た

と
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
な
ど
か
ら
、
一
九
五
三
年
に

は

・

級
戦
犯
約
一
〇
〇
名
に
恩
赦
を

B

C

与
え
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
こ
れ
だ
け
の
苦
し

み
を
も
た
ら
し
た
皇
軍
兵
士
の
ど
こ
が
英

霊
な
の
で
し
ょ
う
。
皇
軍
の
ど
こ
を
顕
彰

す
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

今
ま
た
、
集
団
的
自
衛
権
を
巡
り
、
日

米
同
盟
の
た
め
地
球
の
裏
側
ま
で
も
派
兵

す
る
と
の
議
論
が
出
て
い
ま
す
。
靖
国
神

社
は
、
そ
し
て
安
倍
首
相
は
、
戦
闘
に
よ

っ
て
命
を
失
う
自
衛
官
の
奥
さ
ん
・
子
ど

も
に

「
お
国
の
た
め
に
死
ん
で
、
お
役

、

に
た
て
た
。
英
霊
と
し
て
祀
ら
れ
て
本
望

だ
」
と
言
わ
せ
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
日
本
の
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
」
と
呼
ば

れ
、
敗
戦
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
た
映
画
監

督
の
伊
丹
万
作
さ
ん

「
お
葬
式
」
の
映

、

画
監
督
伊
丹
十
三
さ
ん
の
父
で
あ
る
彼
は

言
い
ま
す
。

「
だ
ま
さ
れ
て
い
た
」
と
平
気
で
い
ら

れ
る
国
民
な
ら
、
お
そ
ら
く
今
後
も
何
度

で
も
だ
ま
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
や
、
現
在

で
も
す
で
に
、
別
の
ウ
ソ
に
よ
っ
て
だ
ま

さ
れ
始
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
。

私
は
、
叔
父
十
一
に
軍
服
を
着
せ
た
ヤ

ス
ク
ニ
と
、
そ
こ
に
参
拝
す
る
こ
と
で
か

つ
て
の
皇
軍
の
過
ち
を
繰
り
返
そ
う
と
す

る
ア
ベ
に
「
だ
ま
さ
れ
る
」
こ
と
を

拒
否
し
ま
す
。
国
家
の
一
方
的
な
意

思
に
よ
り
、
無
断
で
合
祀
さ
れ
た
叔

父
た
ち
を
、
ヤ
ス
ク
ニ
か
ら
取
り
戻

し
、
親
の
元
に
返
し
た
い
。

肝
心
な
こ
と
は
、
父
や
叔
父
た
ち

が
自
覚
す
る
こ
と
な
く
一
生
を
終
え

た
「
侵
略
に
加
担
し
た
罪
」
は
今
も

消
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

甥
で
あ
り
息
子
で
あ
る
私
が
な
し
う

る
贖
罪
と
は
、
過
ち
を
反
省
す
る
ど

こ
ろ
か
ま
す
ま
す
居
丈
高
に
な
っ
て

き
た
「
靖
国
を
美
化
す
る
気
風
」
と

戦
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
一
日

こ
の
原
告
意
見
陳
述
は
事
前
に
裁

判
所
に
打
診
し
な
が
ら
準
備
し
て
き

ま
し
た
が
、
曖
昧
な
返
答
の
ま
ま
最

終
的
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
認
め
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

か
な
り
強
引
で
す
ね
。

今年も「合祀取消要求靖国行動」行います！

今年の靖国行動を予定していた 月 日に台風 号が直撃、新幹線がストップして関西から東京に行けなくなり、10 14 19

に延期となりました。突発延期でお知らせが事後になってしまいました。次号通信で の顛末、お知11月4日2時から 11/4

らせします。今回の｢合祀取り消し要求書｣の提出者は今のところで 名を超えました。20

安倍首相靖国参拝違憲訴訟、関西でも弁論が第二回、三回と進行するにつれて、自分たちの親しい者たちが靖国神社

で「英霊」とされ続けていることを嫌が上でも思い起こさざるを得ません。靖国神社は、戦没者を「英霊」として「靖

国の檻」に閉じ込めることで成立している神社です。靖国神社がどう言おうと、私たちは私たちの親しい者たちが「英

霊」とされていることがイヤなのです。まして、安倍の戦争準備のための道具に使われていることが許せないのです。

さあ、遺族の出番です。靖国神社に直接乗り込んで「イヤだ、合祀を取り消せ」と言いに行きましょう！

直接行けなくても「イヤだ！」と言う意思表示（ 合祀取り消し要求書｣の提出）だけでもトライしてみませんか！「

（吉田文枝）

11/4



- 10 -

事
務
連
絡

＊
住
所
ラ
ベ
ル
左
上
の
数
字
２
は
二
次
原
告
、

名
前
の
後
の
数
字
は
一
次
原
告
の
原
告
番
号
で

す
。

＊
住
所
・
名
前
の
間
違
、
封
書
の
重
複
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
お
手
数
で
す
が
、
事
務
局
ま
で
電

話
、

、
通
信
等
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

FA
X

＊
郵
便
振
込
で
の
入
金
に
は
領
収
書
の
発
行
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
振
込
控
を
代

。

替
）
別
途
、
会
か
ら
の
領
収
書
が
必
要
な
方
は

そ
の
旨
振
込
用
紙
メ
モ
欄
に
明
記
く
だ
さ
い
。

書
籍
紹
介

[

新
刊]

『
御
身
ひ
と
り
の
こ
と
に
は
あ
ら
ず
・

全
国
靖
国
違
憲
訴
訟
ニ
ュ
ー
ス
特
集
７
号

真

』（

宗
大
谷
派
・
靖
国
訴
訟
を
支
援
す
る
会
編

「
安
倍
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
」
大
阪
の
第
一
次

二
次
訴
状
、
意
見
陳
述
。
東
京
の
訴
状
要
旨
、

意
見
陳
述
な
ど
一
一
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
資

料
が
満
載
で
す

お
代
は
送
料
込
み
で
五
〇
〇
円

事
務
局
ま
で

（
０
６
～
７
７
７
７
～
４
９

FA
X

２
５
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(

み
な
さ
ん
に
感
謝

)

会
計
報
告

！

ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
訴
訟
団
年
間
会
計
報

告
で
す
。
訴
訟
団
会
計
は
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
計
を
継
続
し
た
も
の
で
す
。
訴
訟
費
用

も
加
算
さ
れ
収
入
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
訴
訟
が
始
ま
る
と
同
時
に
出
費
も
と
て
も

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
は
原
告
だ
け
で

な
く
、
よ
り
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
り
、
こ

の
大
き
な
闘
い
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー

拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
計

編
集
後
記

こ
の
裁
判
を
取
り
巻
く
政
治
、
社
会
状
況
、

小
泉
参
拝
訴
訟
の
時
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。
右
翼
の
動
き
の
外
見
は
さ

ほ
ど
代
わ
り
は
な
い
の
だ
が
、
こ
ん
な
に
「
怖

い
！
」
を
感
じ
る
の
は
今
ま
で
に
な
い
。
じ
～

ん
と
身
が
凍
る
思
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な

が
ら
、
第
二
回
弁
論
も
無
事
終
え
、
ホ
ッ
と
夕

刊
を
広
げ
て
み
る
と
、
な
、
な
、
何
と
！
あ
の

橋
下
が
「
特
別
永
住
資
格
・
見
直
し
を
検
討
」

。

。

の
記
事

在
特
会
ー
橋
下
面
談
の
翌
日
で
あ
る

ア
ホ
も
休
み
休
み
に
し
て
お
く
れ
！
そ
の
上
、

顔
の
な
い
「
世
論
」
が
「
う
ん
う
ん
」
と
う
な

、「

」「

」

ず
き
始
め
る
の
で
は･

･
･

排
外

天
皇
制

は
裏
表
！
と
に
も
か
く
に
も
こ
れ
が
私
た
ち
の

「
訴
訟
」
を
取
り
巻
く
社
会
の
現
実
で
あ
る
。

で
も
し
か
し
、
こ
の
訴
訟
に
全
国
で
一
〇
〇

〇
を
越
す
人
々
が
原
告
と
な
り
、
そ
の
ま
わ
り

に
は
よ
り
多
く
の
支
え
る
人
々
が
い
る
こ
と

も
、
毎
回
の
裁
判
や
集
ま
り
に
駆
け
つ
け
る
み

な
ぎ
る
熱
意
も
又
現
実

「
怖
い
！
」
＝
「
歩

。

み
を
止
め
る
」
で
は
な
い
！

会 計 報 告


